
1 

教育に関する大綱 

 

令和元年１０月 福井県  

 

 

Ⅰ 策定の趣旨 

 この大綱は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１条の３第１項の

規定に基づき、知事が定める福井県の教育、学術及び文化の振興に関する施策の

基本的な方針を定めるものです。 

 

 この方針に基づき、福井県教育委員会は具体的な施策のアクションプランと

して福井県教育振興基本計画を策定するものとします。 

 

 

Ⅱ 基本理念 

 
 

一人一人の個性が輝く、ふくいの未来を担う人づくり 

～ 子どもたちの「夢と希望」「ふくい愛」を育む教育の推進 ～ 
 

 

 

少子高齢化やグローバル化、技術革新、子どもの貧困、そして地域間の格差な

ど社会の状況が激しく変化する中、ふるさと福井を次の世代に引き継ぎ、発展さ

せていくために、教育が果たす役割はますます大きくなっています。 

 

福井県においては、基礎的な学力・体力は身に付いているものの、全国と同様

に、学年が進むにつれて地域への関心や自己肯定感が下がり、将来に明るい希望

を見いだせない子どもが増える傾向にあります。 

 

こうした状況において、子どもたちが将来、夢や希望を実現し、地域の担い手

として活躍していくためには、基礎的・基本的な知識・技能を身に付けさせるだ

けでなく、一人一人が個性を発揮し自らの可能性に挑戦し、一人では解決が困難

な課題についても、多様な人々と協働しながら乗り越えていく力を育成するこ

とが不可欠です。 
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幸い、本県には、授業づくりや宿題のチェックなどをていねいに行う教員の

「まじめさ」に始まり、「タテ持ち※１」や「教科会※２」、学校内外の活発な授業

研究会に代表される教員間の「協働性」の豊かさ、家庭・地域・学校のつながり

の強さなど、全国トップクラスの学力・体力を支える、ふくいの風土に根付いた

優れた教育文化が残されています。こうした財産のよいところは次世代へ継承

しつつ、教員がすべてを教え込むのではなく、子ども自身の個性に気づかせ、そ

れを伸ばしていくような「引き出す教育」や、既存の枠にとらわれず、自由な発

想の中で、子どもたちが知的好奇心や探究心を持って学びを自ら進んで「楽しむ

教育」を進めることにより、新たな教育文化を創造し、本県の教育をもう一段高

い次元へと進めていきます。 

 

そのためには、本県の教職員が、一人一人の子どもをよく理解し、明るく前向

きな姿勢で共に学び続けることが大切です。もちろん、家庭と地域、学校が連携・

協働し、子どもたちの成長を社会全体で支えていくことや、そのために環境を整

えることも必要です。 

 

こうした考えのもと、新たな時代にどのような人間を育てていくのか、本県の

教育が目指すべき人間像を以下に示します。 
 
 
 
 ＜目指す人間像＞ 

１ 自らの個性を発揮し、人生を切り拓くために挑戦し続ける人 

２ 多様な人々の存在を認め、協働して新たな価値を生み出す人 

３ ふるさとや自然を愛し、いつどこにいても社会や地域に貢献する人 
 

 

 

 

 

 

※１ タテ持ち：主に中学校において、教員が３学年全てで教科を担当するシステム。３年間の見通しを持って教科指

導ができ、同じ学年を担当する複数の教員（ベテラン・若手）が協働して授業づくりを行うため、質の高い授業が可

能となる。これに対し、「ヨコ持ち」とは教員が同一学年の複数クラスを担当するシステムである。 

※２ 教 科 会：授業の内容や進め方などを協議する場であり、同じ教科の教員によって組織される。福井県では、時

間割の中に教科会が設定され、定期的に開催されるなど、「タテ持ち」と合わせて、授業力向上につながっている。 
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Ⅲ 基本的な施策の方向性 

 本県の教育が目指す人間像を実現するための基本的な施策の方向性は、次の

とおりです。 

 

１ 自らの個性を発揮し、人生を切り拓くために挑戦し続ける人  

  

【施策の方向性】 

○ 学校段階間の接続の推進 

   子ども一人一人が豊かな人生を実現するための資質・能力は、幼児教育か

ら義務教育、高等学校教育、さらには大学教育を貫いて育まれるものです。

どの段階においても、子どもの発達や学びの連続性を踏まえた質の高い教

育が求められており、小学校と中学校、中学校と高等学校との連携・接続の

強化に加え、生涯にわたる人格形成の基礎を培う幼児教育を充実させ、小学

校教育への円滑な接続を図ります。また、高等学校において、普通科・職業

系学科を問わず、県内外の大学と連携した探究的な学習を行うなど、これま

で以上に実質的な連携を推進します。 

 

○ 確かな学力の育成 

 基礎学力の重要性は、いつの時代も変わりません。しかし、子どもによっ

てそれぞれ、学びの進度は異なります。そこで、子どもたち一人一人の学習

状況に応じた指導ができるよう習熟度別・少人数指導を充実させるとともに、

ICT 等を活用し、その能力を最大限に引き出すことで、すべての子どもの学

びを保障します。特に、学びの基盤となる読み解く力を育成し、表現する力

を伸ばしていきます。また、授業の専門性を高めるため、小学校における教

科担任制を推進します。 

 

 ○ 自ら学ぶ意欲の向上 

複雑で予測困難な時代だからこそ、多様な分野への好奇心や、課題を発見

し解決するための発想力、道筋を立てて考える論理的な思考力が必要となり

ます。そして、こうした力は、自ら問いを立て、自らその答えにたどり着く

経験を重ねることで育まれます。そこで、教職員が一方的に教えるのではな

く、子どもが本来持っている「知らないものを知りたいと思う心」に火をつ

け、驚きや疑問、感動に出会い、問題意識が子どもたち自身に生まれるよう

な探究的な学習を推進します。 
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○ 競技スポーツの振興 

福井しあわせ元気国体・大会のように、本県選手が全国大会や国際大会で

活躍することは、県民に夢や感動を与えるだけでなく、スポーツへの関心や

意欲を高める効果が期待されます。そこで、ジュニア期の選手を発掘・育成

する仕組みを確立するとともに、スポーツ指導者の活用や選手の強化活動を

支援します。 

 

 ○ 文化芸術活動の充実 

 文化芸術は、豊かな感性や想像力を育み、生活にゆとりや潤いを与え、人

生を豊かにします。そこで、文化施設や文化芸術団体等と連携しつつ、子ど

もの頃から一流の文化芸術を鑑賞・体験する機会や、地域の文化財や伝統芸

能に親しむ機会を充実させます。 

 

 

２ 多様な人々の存在を認め、協働して新たな価値を生み出す人  

 

【施策の方向性】 

 ○ 豊かな心と健やかな体の育成 

 よりよい人間関係を築くためには、社会性や規範意識、思いやりなど豊か

な人間性を身につけることが重要です。そこで、学校での道徳教育や特別活

動をはじめ、体験学習や地域貢献活動、読書活動などを通して、子どもたち

の「互いに認め合おうとする態度」を育みます。また、子どもたちが生涯に

わたり健康でたくましく生きていけるよう、望ましい生活習慣の確立を図り

ます。 

 

○ 国際感覚を持った人材の育成 

地域と世界が直接つながる時代の中で、本県においても豊かな国際感覚や、

多様性を受け入れる資質、自らコミュニケーションを図ろうとする態度を養

うことが重要です。そこで、海外留学や姉妹校提携、外国人留学生の受け入

れ等を通じた国際交流を拡大するなど、海外の子どもたちと実際にふれあい

ながら国際理解を図る機会を充実させます。 
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○ 特別支援教育の推進 

 障がいの有無に関わらず、子どもたちができる限り一緒に学ぶためには、

すべての学校において、一人一人の状態やニーズに応じた指導や支援が必要

です。そこで、障がいの早期発見や校内支援体制の充実、障がいに対する理

解を深める教育の推進を図るとともに、地域や社会との連携を強め、適切な

就学先決定と就労支援に取り組みます。また、教職員の障がいに対する理解

を深め、ICT 等を活用した学習を進めるなど、指導上の専門性を高めていき

ます。 

 

○ いじめ・不登校対策の充実 

いじめや不登校は、「どの子どもにも起こりうる」という認識に立ち、子

どもたちが安心して学校生活を送れるような環境整備が重要です。そこで、

専門家や関係機関、地域・家庭と連携しつつ、いじめの未然防止と早期発見・

早期対応や、不登校対策などの生徒指導上の課題に学校を挙げて組織的に取

り組みます。 

 

 

３ ふるさとや自然を愛し、いつどこにいても社会や地域に貢献する人  

 

【施策の方向性】 

○ ふるさとを愛する心の育成 

ふるさとを愛する心を育むことは、自らの生きる基盤である地域や社会に

対する認識を高めるだけでなく、地域の人々とのふれあいを通じて、学ぶ楽

しさや達成感を味わいながら自己肯定感を高めることにつながります。そこ

で、郷土の先人や歴史、自然、伝統・文化、産業について学び、発信する取

組を充実させるとともに、地域課題を発見・解決する学習を通して、ふるさ

と福井の今を正しく理解し、地域に貢献しようとする気持ちを養います。 

 

 ○ 地域産業を担う人材の育成 

将来にわたって地域産業を担う、意欲ある人材を育成・確保するためには、

職業系高校の魅力をさらに高めていく必要があります。そこで、地域や企業

の声に耳を傾けつつ、起業家精神の育成や、専門性の高い資格の取得、検定

への挑戦を促すとともに、実践的・分野横断的な視点をより重視した学習を

充実させます。また、経済界と若手教員との交流や企業経営者等による「よ

うこそ先輩」授業や職業体験など、子どもや保護者、教員が地域企業の魅力

を知る機会を充実させ、ふるさとで働く意識を高めます。 
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 ○ 生涯学習の振興 

生涯学習社会の実現に向けて、学校教育の充実はもとより、あらゆる場に

おいてさまざまな学習が受けられるよう、各種団体の活性化や相互の連携を

支援するとともに、学習機会や情報を幅広く県民に提供していきます。また、

地域の人々や地域の課題解決に向けた活動を支援する拠点として、図書館等

の機能充実を図ります。 

 

 

Ⅳ 新たな時代を見据えた環境づくりに向けて 

 前章で述べた「基本的な施策の方向性」に加えて、３つの「本県が目指す人

間像」すべてに関連し、新たな時代を見据えた環境づくりに向けて取り組むべ

き施策の方向性は、次のとおりです。 

 

【施策の方向性】 

 ○ 教員の資質・能力を高め、最大限に力を発揮できる環境づくり 

教員は、教科の内容を教えるだけではなく、子どもたちと夢や希望につい

て語り合い、明るい未来に向かって共に成長する存在でなければなりません。

そこで、学校の内外を問わず社会に関わることで人間性を豊かにするととも

に、体系的な研修を通して専門性を高めていきます。そのためにも、心身と

もにゆとりを持って子どもと向き合えるよう、学校の業務改善や教職員の働

き方改革を確実に進めていきます。また、教員が周りの理解や応援を得なが

ら、安心して教育活動に専念できるような環境づくりに取り組みます。 

 

 ○ 家庭や地域と一体となった教育力の向上 

 家庭や地域、学校が単独で教育力を発揮することが困難な中で、子どもの

成長に関わる当事者として、その役割と責任を自覚し、互いに手を取り合っ

てそれぞれの教育力を高めることが重要です。そこで、学校支援ボランティ

アをはじめ、地域の人々を積極的に活用した教育活動や、放課後や休日に多

彩な学びや生活の場を提供する「放課後児童クラブ」等の充実などにより、

地域の教育力の向上を図ります。また、家庭教育についての関心と理解を深

めるため、子育てについての相談体制や情報発信を強化するとともに、保護

者同士が悩みを共有し、学び合う機会を充実させます。 

 

○ 安全で質の高い学校施設の整備 

学校施設は、児童生徒の学習の場であり生活の場でもあります。そこで、

老朽化対策をはじめ、空調設置や省エネ化、バリアフリー化など、子どもた

ちが集中して学べるように、学校施設の整備を進めます。 


